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秩父市農業委員会 平成３０年 第５回 定例総会 議事録

１ 会 期 平成３０年５月２２日（火）午後２時００分から

同 日 午後３時３５分まで

２ 議 場 秩父市歴史文化伝承館 ５階 第１会議室 〔秩父市熊木町〕

３ 出席した委員（１３人）

会 長 １２番 粂 東 男

会長職務代理者 ２番 横 田 友

会長職務代理者 ３番 髙 橋 信 之

委 員 １番 新 井 初 男

委 員 ４番 髙 野 忠 財

委 員 ５番 富 田 和 雄

委 員 ６番 石 橋 総一郎

委 員 ７番 新 田 恭 一

委 員 ８番 豊 田 恵 男

委 員 ９番 加 藤 勝 市

委 員 １０番 黒 澤 元 国

委 員 １１番 豊 田 辰 夫

委 員 １３番 彦久保 利 平

４ 欠席した委員（なし）

５ 議事日程

日程第１ 開 会 ・ 開 議

日程第２ 議 事 日 程 の 報 告

日程第３ 総 会 成 立 の 報 告

日程第４ 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名

日程第５ 諸 報 告

日程第６ 審 議 議 案 の 報 告

日程第７ 議 案 審 議

議案第２３号上程 農地法第３条第２項第５号の別段の面積の見直しについ
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て (１件）

議案第２４号上程 農地法第４条の規定による許可申請について （２件）

議案第２５号上程 農地法第５条の規定による許可申請について （１１件）

議案第２６号上程 農用地利用集積計画の決定について （５件）

議案第２７号上程 農用地利用配分計画の意見について （１件）

議案第２８号上程 農用地利用配分計画の意見について （１件）

議案第２９号上程 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの

判断について （１件）

議案第３０号上程 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの

判断について （１件）

日程第８ 閉 議 ・ 閉 会

６ 出席した農地利用最適化推進委員（１４人）

第１区域 吉 川 稔 浅 見 健

第２区域 小 林 弘 笠 原 広 久

第３区域 田 口 俊 夫 小久保 健 司

第４区域 新 井 一 郎 大 島 正 一

第５区域 番 場 誠 二 齋 藤 武 志

第５区域 髙 岸 義 雄 引 間 勲

第６区域 長谷川 満 千 島 初 夫

７ 欠席した農地利用最適化推進委員（なし）

８ 農業委員会事務局職員

事務局長 斎 藤 隆 夫 主 幹 帆 刈 敏 晃

参 与 髙 野 明 生 主 事 岩 田 直 樹

主 幹 新 井 幸 男 主 幹 新 地 広 幸

主 幹 加 藤 和 彦

９ 会議の概要

日程第１ 開 会 ・ 開 議
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議長（粂会長） ただいまから、秩父市農業委員会平成３０年第５回定例総会を

開会いたします。 これより、本日の会議を開きます。

日程第２ 議 事 日 程 の 報 告

議長（粂会長） まず、議事日程につきましては、印刷の上、お手許に配付いた

しましたので、ご了承願います。

日程第３ 総 会 成 立 の 報 告

議長（粂会長） 本日は全員の委員が出席しておりますので、秩父市農業委員会

会議規則第６条の規定により、総会は成立しております。

日程第４ 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名

議長（粂会長） 次に、議事録署名委員の指名についてですが、議長において指

名することに異議はありませんか。

（「異議なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 異議なしと認めます。 よって、議長において指名いたします。

９番 加藤 勝市 委員 及び １０番 黒澤 元国 委員のお二人にお願いいたしま

す。 なお、本日の会議書記には、事務局職員の帆刈主幹及び岩田主事を指名い

たします。

日程第５ 諸 報 告

議長（粂会長） 次に、諸報告を行います。 総会に報告すべき事項のうち、前回

総会以降に処理した案件とその結果につきましては、お手許に配布いたしまし

たので、ご了承願います。事務局長に説明をいたさせます。

斎藤事務局長 諸報告について説明いたします。本日付け、報告文書をご覧くだ

さい。このたびは、農地法第１８条の規定による合意解約について１件を会長

専決により処理いたしましたので報告いたします。本件は、平成２６年４月及

び平成２９年４月における総会において、農用地利用集積計画について審議し

ていただき、申し出のとおり決定していただいた経緯があります。その内容は、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による利用権の設定です。この

たび、平成３０年５月８日及び平成３０年５月１１日に、合意により解約する

旨、当事者から会長に宛てた通知を受領いたしました。次に、この通知の取扱

いについて報告いたします。農地法第１８条第１項本文では、当事者は、知事
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の許可を受けなければ、合意による解約をしてはならない、とありますが、同

じく第１項ただし書きで、合意による解約が、その解約によって農地を引き渡

すこととなる期限前６月以内に成立した合意で、その旨が書面において明らか

であるものに基づいて行われる場合は、知事の許可を受けずに解約の手続きを

してもよろしいことになっております。また、同じく第１８条第６項では、合

意による解約が知事の許可を必要としないで行われた場合には、これらの行為

をした者は、農業委員会にその旨を通知しなければならない、とあります。事

務局といたしましては、当事者から合意解約書とともに、その旨の通知を書面

により受領しておりますが、その内容を審査いたしましたところ、解約するこ

とについて合意が成立した日、３０日以内に通知をしており、解約をした日か

ら６月以内に土地を引き渡すことになっております。したがいまして、これら

の合意による解約は、知事の許可を必要としないものとして成立していると判

断いたしましたので、会長にその旨を報告した上で、専決により受理いたしま

したので、ここに報告いたします。

議長（粂会長） 以上で、諸報告を終わりにいたします。

日程第６ 審 議 議 案 の 報 告

議長（粂会長） 次に、本日、審議していただく議案について、事務局長に報告

をいたさせます。

斎藤事務局長 議案を報告する前に、議案書の訂正をお願いいたします。

議案書の１ページをお開きください。議案第２３号に係る案件のうち、１ 農

地法施行規則第１７条第２項を第１項に訂正し、第１号を削除してくださるよ

うお願いします。次に２ページをお開きください。２ 農地法施行規則第１７

条第２項の次の第２号を削除してくださるようお願いします。

それでは、平成３０年 第５回 総会において審議していただきます議案につい

て申し上げます。

議案第２３号 農地法第３条第２項第５号の別段の面積の見直しについて が１

件、議案第２４号 農地法第４条の規定による許可申請について が２件、

議案第２５号 農地法第５条の規定による許可申請について が１１件、

議案第２６号 農用地利用集積計画の決定について が５件、

議案第２７号 農用地利用配分計画の意見について が１件、

議案第２８号 農用地利用配分計画の意見について が１件、

議案第２９号 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断につ
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いて が 1件、

議案第３０号 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断に

ついて が 1件、以上でございます。 よろしくお願いします。

議長（粂会長） ただいま、報告をいたしました議案につきましては、お手許に

配付しておりますので、ご了承願います。

日程第７ 議 案 審 議

議案第２３号上程 農地法第３条第２項第５号の別段の面積の見直しについ

て （１件）

議長（粂会長） 次に、議案第２３号 農地法第３条第２項第５号の別段の面積の

見直しについて を議題といたします。 事務局に議案の説明をいたさせます。

斎藤事務局長 議案書の１ページをご覧ください。

議案第２３号 農地法第３条第２項第５号の別段の面積の見直しについて説明を

いたします。農地を耕作目的で売買、贈与、貸借等により、その権利を設定し、

又は移転する場合、農地法第３条の許可条件を全て満たす必要がありますが、そ

の一つに「申請農地を含め、耕作する農地の合計面積が下限面積以上であること」

という下限面積要件があります。この下限面積要件は、経営面積があまりに小さ

いと生産性が低く、農業経営が効率的かつ安定的に継続して行われないことが想

定されるため、許可後に経営する農地面積が一定以上にならないと許可できない

としております。

なお、この下限面積が、地域の平均的な経営規模などからみて、地域の実情に

合わない場合には、農業委員会で別段の面積を定めることができることとなって

おり、１の農地法施行規則第１７条第１項による区域を設定しております。また、

秩父市農業委員会としましても、この規定により平成３０年１月２２日に開催し

た全員協議会において出席した農業委員及び農地利用最適化推進委員の総意によ

り、一定の条件を満たす場合は、農地法施行規則第１７条第２項規定に基づき、

区域を筆ごとに設定し、その面積を最小で１アールにまで引き下げる取扱いを適

用するすることに決定されました。

このたび、本議案を上程いたしますのは、議案書２ページの ２ 農地法施行規

則第１７条第２項による区域 田村字水ノ間 １３２番１ 外２筆 計８０１

平方メートルを設定するものでございます。案内図の 1ページをご覧ください。

申請地は田村圓福寺の北東約３５０メートル、国道２９９号から約１５０メート

ル入ったところです。
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なお、こちらの農地所有者は、秩父市外在住の高齢者で将来的に遊休農地にな

る恐れがあるため、意欲ある新規就農者への譲渡を希望しているものです。議決

いただいた後はその旨を公示し、市ホームページにおいても周知いたします。そ

の後同地にて、新規就農しようとする者は、農地法３条第１項の規定による許可

を受けなければなりません。

最後に、現地を確認したところ一部農作地で他は保全管理がなされてましたが、

将来遊休農地になる恐れがあることも申請人より確認いたしました。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。 続きまして、担当委員及び担当

農地利用最適化推進委員の意見を伺います。

１１番（豊田委員） 議案第２３号に係る案件について意見を申し上げます。 概

要につきましては、ただいま、事務局が説明をしたとおりです。現地は良く管

理されていました。今回初めての案件で心配な部分もありますが、農地を守っ

ていただけるならよろしいのではないでしょうか。

２区（笠原推進委員） 議案第２３号に係る案件について意見を申し上げます。

事務局と豊田委員と現地を確認しました。説明のとおりです。皆さんの慎重審

議をよろしくお願いします。

議長（粂会長） ありがとうございました。 以上が、担当委員及び推進委員の意

見でした。 これより、議案に対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対す

る意見を伺います。

（間がある）

議長（粂会長） 質疑又は意見はありませんか。

（「質疑なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 こ

れより、議案２３号について採決をいたします。 賛成をする諸君の挙手を求め

ます。

（挙手をする人あり）

議長（粂会長） 全員が賛成であります。 よって、本案は可決するすることに決

しました。

議案第２４号上程 農地法第４条の規定による許可申請について （３件）

議長（粂会長） 次に、議案第２４号 農地法第４条の規定による許可申請につい

て を議題といたします。 事務局に議案の説明をいたさせます。

髙野参与 それでは、番号 1についてご説明申し上げます。
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申請人は、○○ さん 申請地は、別所字原田 畑 1筆 1,280 ㎡で、申請人

が、平成 20 年に相続により取得した土地です。

案内図の、2ページをご覧ください。申請地は、別所運動公園競技場西、90ｍ

付近に位置しております。立地の基準につきましては、中山間地域に存在する農

業公共投資の対象となっていない小集団の農地として、第 2種農地と判断いたし

ました。転用目的は太陽光発電施設用地です。

申請事由ですが、申請地は現在ぶどう畑の跡地となっており、後継者不足によ

り耕作の継続が難しい状況にあり、地域への貢献・投資効果の両面から、申請地

上に太陽光発電施設を設置し、土地の有効活用を図りたいとして申請したもので

す。事業計画では、太陽光パネル 400 枚とその他必要な機器等を設置することに

なっています。

資金計画も整っており、経済産業省から発電設備について認定を得ており、東

京電力株式会社から電力需給契約申し込みについて承諾を得ております。

現地を確認したところ、保全管理状態の農地でした。

また、他の農地には隣接していないことから、周辺への影響は無いと考えられま

す。

加藤主幹 それでは番号 2について説明いたします。申請者は、○○さん

申請地は 荒川上田野字森ノ西 畑２筆 ３９８平方メートルで、昭和３９年に

相続により取得した土地です。案内図の ３ページをご覧ください。申請地は、

秩父鉄道浦山口駅から７５０メートル北西側付近にあり、立地の基準につきまし

ては、中山間地に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の農地とし

て、第２種農地と判断いたしました。

申請事由ですが、申請地は申請者宅に隣接する土地で、明治元年頃から、物置

などがあり農家住宅の敷地の一部として使用されていました。

当該申請地について、引き続き現況のまま使用していきたいとして始末書添付

のうえ申請されました。隣接している宅地の部分と一体利用し、合計面積は８１

６．１９平方メートルになります。

申請地を確認しましたところ、申請通り、物置として使用されておりました。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。 続きまして、担当委員の意見を

伺います。

２番（横田会長職務代理者） 議案第 24 号 番号１について意見を申し上げます。

概要につきましては、先程、事務局が説明をしたとおりです。申請地を確認し

てまいりました。 大変広い土地ですがぶどうの残骸がありました。太陽光はあ
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まり賛成ではありませんが、仕方のないことなのかなと思いました。皆さんの

慎重審議をよろしくお願いします。

１番（新井委員） 番号２の案件について意見を申し上げます。 概要は先程、事

務局が説明をしたとおりです。申請地は農家住宅を拡張したいと計画したとこ

ろ農地になっていたことが判明したようです。1,000 ㎡未満でもあり問題はない

ものと思います。慎重審議をよろしくお願いします。

議長（粂会長） ありがとうございました。 以上が、担当委員の意見でした。

これより、議案に対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対する意見を伺い

ます。

（間がある）

議長（粂会長） 質疑又は意見はありませんか。

（「質疑なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 こ

れより、議案２４号について採決をいたします。 議案２４号について、賛成を

する諸君の挙手を求めます。

（挙手をする人あり）

議長（粂会長） 全員が賛成であります。 よって、本案は、申請のとおり、許可

を相当とすることに決しました。

議案第２５号上程 農地法第５条の規定による許可申請について （１１件）

議長（粂会長） 次に、議案第２５号 農地法第第５条の規定による許可申請につ

いて を議題といたします。 事務局に議案の説明をいたさせます。

岩田主事 番号１から番号４の案件について説明をいたします。

まず、番号１についてですが、譲受人は 株式会社○○。譲渡人は△△さん。

申請地は、上町三丁目 畑 １筆 １０７平方メートルで、平成２７年相続によ

り取得されています。案内図の４ページをご覧ください。申請地は秩父第二中学

校の西側に約１００メートル離れた場所にあり、立地の基準につきましては市外

化の著しい地域として第３種農地と判断しました。

転用目的は販売住宅用地です。

申請事由ですが、申請地は用途地域内にあり、宅地化の進んでいる地域です。

この度、市内中心部や小中学校にも近い当申請地を、不動産業等を営む法人であ

る譲受人が買い受け、販売住宅用地１区画分として使用したいとして申請されま

した。
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資金調達計画も整っており、また周囲は宅地に囲まれているため、転用により周

辺の営農状況に支障が生じることはないものと考えております。

現地を確認しましたところ、畑として管理されておりました。

続きまして、番号２について説明します。

譲受人は 株式会社○○。譲渡人は △△さん。

申請地は、近戸町 畑 １筆 ２３９平方メートルで、平成１６年相続により取

得されています。

案内図の５ページをご覧ください。申請地は秩父高校の北西に約３００メートル

離れた場所にあり、立地の基準につきましては市外化の著しい地域として第３種農

地と判断しました。転用目的は宅地分譲用地です。

申請事由ですが、申請地は用途地域内にあり、宅地化の進んでいる地域です。こ

の度、市内中心部や小中学校にも近い当申請地を、不動産業等を営む法人である譲

受人が買い受け、宅地分譲用地１区画分として使用したいとして申請されました。

また、現地は平成５年頃より、一部駐車場用地として使用されていますが、その旨

につきまして始末書も添付されています。

資金調達計画も整っており、また周囲は宅地に囲まれているため、転用により周

辺の営農状況に支障が生じることはないものと考えております。

現地を確認しましたところ、申請通り、一部は駐車場として使用されており、そ

の他の部分は農地となっておりました。

続きまして、番号３について説明します。

譲受人は ○○さん。譲渡人は △△さん、△○さん。

申請地は、相生町 畑 ３筆 計２７８平方メートルで、いずれの所有の土地も

平成１２年に相続により取得されています。

案内図の６ページをご覧ください。申請地は相生町の南 約３００メートルにあ

り、立地の基準につきましては市外化の著しい地域として第３種農地と判断しまし

た。転用目的は駐車場です。

申請事由ですが、譲受人は現在、申請地付近で○○医院を経営しておりますが、

現在利用している駐車場には来院者だけでなく職員も利用しているため、手狭と

なっており、来院者にも不便をかけている状況だそうです。そこで、当申請地を買

い受け、職員用の駐車場として使用することで、従来の駐車場の駐車スペースを確

保し、利便性を高め、経営の安定を図りたいとして、申請されました。

計画では申請地は職員等の車両１０台分の駐車場として使用する予定になってい

ます。
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資金計画も整っており、また隣接する農地も譲渡人所有のもののみであるため、

周囲の営農状況に支障が生じることはないものと考えます。

現地を確認しましたところ、保全管理状態となっておりました。

続きまして番号４について説明します。

譲受人は ○○さん。譲渡人は △△さん。

申請地は、品沢 字 内出 畑 計 ３筆 ８０９平方メートルで、平成２３年

相続により取得されています。

案内図の７ページをご覧ください。申請地は 大田小学校の東側約７５０メート

ルにあり、立地の基準につきましては、中山間地に存在する農業公共投資の対象と

なっていない小集団の農地として、第２種農地と判断しました。

転用目的は太陽光発電施設用地です。

申請事由ですが、譲渡人は高齢であり、農業をおこなうことが難しい状況です。

そこで譲受人がこの土地を買い受け、ここに太陽光発電施設を設置することで土地

の有効利用を図りたいとして、申請されました。

計画では太陽光パネル２８８枚とその他必要な機器等を設置する予定になってい

ます。

なお、申請地のうち１筆は、秩父市が定める農業振興地域整備計画において農用

地区域とされた区域内の農地でしたが、平成２９年１２月２５日付けで、除外の決

定を受けています。

資金計画も整っており、経済産業省からは発電設備についての認定を得ており、

東京電力からは電力需給契約の承諾書が、それぞれ添付されています。

隣接農地耕作者からの承諾書も添付されており、周囲の営農状況に支障が生じる

ことはないものと考えます。

現地を確認したところ、保全管理状態となっておりました。

私からの説明は以上です。

高野参与 番号５及び番号６の案件について説明をいたします。

まず、番号５番ですが、譲受人は、○○ さん譲渡人は△△さんです。

申請地は、下影森 字 滝 畑 1筆 36 ㎡で、譲渡人が、平成 8年に相続に

より 1/2 を取得、その後、平成 28 年に共有者の持分放棄により全部を取得した

土地です。案内図の、8ページをご覧ください。

申請地は、水道局影森第２配水池東、120ｍ付近に位置しております。

立地の基準につきましては、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっ

ていない小集団の農地として、第 2種農地と判断いたしました。
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転用目的は、住宅用地の拡張です。

申請事由ですが、譲受人は隣地に居住しており、進入路及び自動車の置き場が狭

いため、敷地を拡張し利便性の向上を図りたいとのことで申請されました。

なお、申請地は、農地転用の許可を受けず、平成 14 年頃より進入路用地とし

て使用されていることから、農地に復旧することは難しく、始末書も添付されて

おります。現地を確認しましたところ、住宅敷地として一体使用されておりまし

た。資金計画等も整っておりますので、計画上問題はないと思われます。

次に、番号 6番ですが、

譲受人は、社会福祉法人 ○○○○ 理事長 ○○さん

譲渡人は、△△、△○○、△○ さんです。

申請地は、和泉町 畑 3筆 7,541 ㎡で、譲渡人、△△さんが平成 28 年に相続、

△○○さんが平成 11 年に土地改良法の換地処分、△○さんが平成 13 年に相続に

より、それぞれ取得した土地です。案内図の、9ページをご覧ください。申請地

は、秩父病院の北東、10ｍ付近に位置しております。

立地の基準につきましては、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となって

いない小集団の農地として、第 2種農地と判断いたしました。

申請事由ですが、譲受人は、現在稼働している、大滝地内の特別養護老人ホーム

「大滝・○○△さんの周辺地が、昨年４月に埼玉県の土砂災害特別警戒区域に指

定され、今後の老人ホームの運営に多大なる懸念が生じることから、既設の医療

機関・○△病院に隣接し、交通の便も良い申請地に特別養護老人ホームを新築し、

入居者への医療体制の充実、及び施設に携わる職員の通勤等の利便性の向上を図

りたいと申請されました。

設計図、資金計画等も整っておりますので、計画上問題はないと思われます。

また、隣接農地の承諾書も添付されておりますので、周辺への影響は無いと考

えられます。

現地を確認しましたところ、保全管理状態の農地でした。

私からは、以上でございます。

帆刈主幹 番号７から番号９までの案件について説明をいたします。

まず、番号 7ですが譲受人は、○○さん、譲渡人は、△△さんです。

申請地は、大野原字峯沢・畑・1筆・644 平方メートルで、平成 15 年に相続に

より取得した土地です。案内図の 10 ページをご覧ください。

申請地は、大野原郵便局の東約 510 メートル付近にあり、立地の基準としまし

ては、中山間地に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の農地とし



公開用〔個人情報に該当する部分は○○または△△等で伏せています。

25 枚中 12 枚目

て、第 2種農地と判断いたしました。申請事由ですが、譲受人の○○さんは現在、

○△商事という屋号で運送業を営んでおり、市内永田町に事業用車両の駐車場を

賃借しているとのことです。このたび、その駐車場を返却することになり、本申

請地と隣接の宅地を一括購入し、ここに駐車場を移転し利用したいとして申請さ

れました。

また本申請地は、昭和 43 年頃から農地法の許可を得ないまま駐車場として複

数の事業者に賃貸していたとのことから、譲渡人より始末書が添付されておりま

す。隣接宅地には規模の大きい車庫があり、充分な広さがあることから、譲受人

が駐車場として利用するほか、現在利用している他の事業者にも引き続き車両置

場として賃貸する予定とのことです。

申請地の現況は、隣接の宅地と一体として車両置場となっており、また物置等

も建てられておりました。

つづいて番号 8の説明をいたします。

譲受人は、○○さん、譲渡人は、△△さんで、譲受人の弟です。

申請地は、大野原字宮崎西側(みやざきにしがわ)・畑・1 筆・330 平方メート

ルで、平成 9 年に相続により取得した土地です。案内図の 11 ページをご覧くだ

さい。

申請地は、秩父鉄道大野原駅の北北西約 300 メートル付近にあり、立地の基準

としましては、鉄道駅から 300 メートル以内の地域に存在する農地として、第 3

種農地と判断いたしました。申請事由ですが、譲受人は現在、本申請地の隣接地

にて○○△△という屋号で土建業を営んでおり、譲渡人の母親が所有していた昭

和 56 年当時から、農地法の許可を得ないまま資材置場として使用してきたとの

ことです。平成 9年に母親が亡くなり、遺産分割協議により譲渡人である弟に名

義が移った後も資材置場として使用貸借しており、また今後も同様に使用したい

とのことから、譲受人と譲渡人の両者から始末書添付のうえ是正したいとしてこ

のたび申請されました。申請地の現況は、主に廃材置場として使用されておりま

した。

つづいて番号 9の説明をいたします。

譲受人は、株式会社 ○○、譲渡人は、△△さんと△○さんです。

申請地は、大野原字下中原・畑・2 筆・計 735 平方メートルで、昭和 58 年に

相続により取得した土地です。案内図の 12 ページをご覧ください。

申請地は、原谷小学校の西北西約 530 メートル付近にあり、立地の基準としま

しては、中山間地に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の農地と
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して、第 2種農地と判断いたしました。申請事由ですが、譲受人の松岡組が建売

住宅のための土地を探していたところ、小学校や公民館、文化体育センター等に

近く、居住環境の良い本申請地を譲っていただけることになり、このたび転用申

請されました。計画では、建売住宅 3棟を建築し販売する予定とのことです。

申請地には現在、麦が栽培されておりました。また、隣接に農地は無く、周辺の

営農に係る問題は特に無いと思われます。私からは以上です。

斎藤事務局長 番号１０の案件について説明をいたします。

譲受人は ○○さんです。譲渡人は △△さん △○さんです。

申請地は 蒔田 字 中原、畑２筆、９３０㎡で、平成９年に売買により取得し

た土地です。案内図の１３ページをご覧ください。 申請地は、県道 秩父児玉

線 和銅大橋入口交差点から北に約２００メートル先にあります。また、申請地

の立地の基準につきましては、中山間地に存在する小集団の農地として、第２種

農地と判断いたしました。

次に、転用の目的ですが、自己用住宅兼工場敷地です。

譲受人は、現在、中村町４丁目、市立病院の西側約２５０メートルのところで

住宅兼工場用地を借りて事業を行っておりますが、周辺は住宅密集地であり工場

（通信用ケーブル製造）の騒音及び中型車による配送に於いても近隣住民に影響

を及ぼしている状況から、このたび、譲受人が、新たに、自己用住宅、工場及び

従業員用駐車場を整備する計画を立て、申請地を取得したいとして、転用するこ

とについて申請したものです。事業計画では、住宅、工場をそれぞれ１棟を建て、

７台分の駐車場を整備することになっております。転用する上で、資金調達計画

も整っております。また、申請地に隣接する農地を所有する者から転用すること

に対する承諾を得ておりますので、当該施設を設置することで問題が発生するこ

とはないものと思われます。

申請地を確認しましたところ、保全管理がなされておりました。

加藤主幹 番号１１の案件について説明をいたします。

借受人は、株式会社 ○○ 貸渡人は、△△さん

申請地は、荒川上田野字草塚 畑１筆 １，１３７平方メートルの内、２２９

平方メートルです。平成１０年に相続で取得した土地です。

案内図の１４ページをご覧ください。申請地は秩父鉄道武州中川駅から８８０

メートル北東側付近にあり、立地の基準につきましては、中山間地に存在する農

業公共投資の対象となっていない小集団の農地として、第２種農地と判断いたし
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ました。申請事由ですが、まず、申請地の北側にあたる山林部分について、借受

人が樹木を伐採し、そこに太陽光発電設備を設置する計画があります。事業は山

林におこなうものであり、それ自体には農地転用の許可を必要としませんが、樹

木の伐採にともなう経路を検討するにあたり、当該地しか適した場所がなく、平

成２９年１２月頃から農地法の許可なく使用してしまっていました。申請地を使

用しなければ搬出経路を確保できず、事業がおこなえないため、引き続き使用し

たいとして、始末書添付のうえ申請されました。

なお、本申請は一時転用の案件であり、転用期間は許可日から９ケ月間です。

計画では、申請地全体のうち、幅４メートル、長さ５７．３メートルを部分転用

する予定であり、搬入路部分の面積は２２９．２平方メートルになります。

なお、申請地は、農用地区域内にある農地であり、転用につきましては農用地

からの除外を必要とする土地ですが、一時的な利用に供するもので秩父市が定め

る農業振興地域整備計画の達成に支障を及ぼすおそれがないものですので、例外

的に転用を許可する場合に該当するものと考えます。

なお、工事完了後は、借受人が速やかに農地に復旧し、貸渡人に返すことにな

ります。現況を確認しましたところ、不耕作地でした。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。 続きまして、担当委員の意見を

伺います。

８番（豊田委員） 番号１の案件について意見を申し上げます。 概要につきまし

ては、先程、事務局が説明をしたとおりです。 私も申請地を確認してまいりま

したが狭い土地でどう家が建つのかなと感じましたが、第３種農地であり、許

可を相当とすることでよろしいものであると考えます。

２番（横田会長職務代理者） 番号２の案件について意見を申し上げます。 概要

につきましては、先程、事務局が説明をしたとおりです。 私も申請地を確認し

てまいりましたが一部追認ということで駐車場になっておりました。周辺も住

宅が多くす。致しかたないものであると考えます。皆さんの判断をお願いしま

す。

９番（加藤委員） 番号３の案件について意見を申し上げます。 概要につきまし

ては、先程、事務局が説明をしたとおりです。 ○○医院のところは患者用で申

請地は職員駐車場にするということなので、許可を相当とすることでよろしい

ものであると考えます。

６番（石橋委員） 番号４の案件について意見を申し上げます。 概要につきまし

ては、先程、事務局が説明をしたとおりです。 私も申請地を確認してまいりま
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した。保全管理してありましたが、隣接地の承諾もあり許可を相当とすること

でよろしいものであると考えます。

７番（新田委員） 番号５について意見を申し上げます。 住宅拡張用地というこ

とで相続が終了したということ、また、３６㎡で細長い土地なので、 許可を相

当とすることで止むを得ないものと考えます。

９番（加藤委員） 番号６の案件について意見を申し上げます。 私も申請地を確

認してまいりました。数年前岩手の大雨で老人ホームの入所者が多数死亡した

事例もあり、土砂災害特別警戒区域に指定され協力病院もすぐ隣ということも

あり入所者も安心するのかなと思います。よって、申請事由からも致しかたな

いものであると考えます。

３番（髙橋会長職務代理者） 番号７の案件について意見を申し上げます。 私も

申請地を確認してまいりました。。譲受人は現在永田町でも運送業を営んでお

りますが、そちらの土地は返還するということです。追認ということですが始

末書も提出されており致しかたないものであると考えます。

次に番号 8 ですが。譲受人は土建業を営んでおり昭和 56 年頃から資材置き場

として使用していたようです。追認ということですが始末書も提出されており

致しかたないものであると考えます。

次に番号９ですが、事務局の説明のとおりです。現地は麦が栽培されており

ましたが致しかたないのかなと思いました。皆さんの慎重審議をお願いします。

８番（豊田委員） 番号１０の案件について意見を申し上げます。 私も申請地を

確認してまいりました。場所的にはいいところだなと感じましたが、この辺は

畜産を経営している人がいて、堆肥を蒔くのでそのことで畜産を止めろとか言

われたら困るという意見をする方がいました。他は問題ないのかなと思います。

１番（新井委員） 番号１１について意見を申し上げます。 概要につきましては、

先程、事務局が説明をしたとおりです。進入路がここしかないということです。

一時転用ということもあり許可を相当とすることでよろしいものであると考え

ます。

議長（粂会長） ありがとうございました。 以上が、担当委員の意見でした。

これより、議案に対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対する意見を伺い

ます。

（間がある）

議長（粂会長） 質疑又は意見はありませんか。

９番（加藤委員）１０番の案件ですが、畜産を経営している人がいて、堆肥を蒔
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くのでそのことで畜産を止めろとか言われたら困るという方が居たという事な

んですが、最初からやっていた方が後から来た人に苦情を言われて肩身の狭い

思いをすることなないように何か一筆あるのでしょうか。

斎藤事務局長 番号 10 番について補足説明をいたします。私も現地を確認したと

き畜産経営者とも面談しそのような心配をしておりした。譲受人については現

在地では、逆に近隣の方から騒音や車が危ないという苦情があるようです。ま

た、年間を通じて申請地へ訪れ堆肥があることも確認し我慢の範囲内であると

いうことも確認しております。また、申請書には万一の場合は責任を持って対

処するという文言が謳ってございます。

議長（粂会長） 他に質疑はありますか。

（「無し」という人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 こ

れより、議案２５号について採決をいたします。 議案２５号について、賛成を

する諸君の挙手を求めます。

（挙手をする人あり）

議長（粂会長） 全員が賛成であります。 よって、本案は、申請のとおり、許可

を相当とすることに決しました。

議案第２６号上程 農用地利用集積計画の決定について （５件）

議長（粂会長） 次に、議案第２６号 農用地利用集積計画の決定について を議

題といたします。 事務局に議案の説明をいたさせます。

新井主幹 議案第２６号 農用地利用集積計画の決定について 説明をいたします。

番号１は、農業経営基盤強化促進法、この後は基盤強化法と申し上げますが、そ

の第１８条第１項の規定により秩父市が農用地利用集積計画を定めるにあたり、

平成３０年５月１０日付けで、秩父市長からの依頼により、当委員会の決定が求

められているものです。

なお、基盤強化法は、効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらが農業生産

の相当部分を担う農業構造を確立するため、育成すべき農業経営の目標を明示し、

目標達成のための重要な手段である農用地利用集積計画など総合的な措置を講じ

ることを目的としています。

それでは、計画の内容を申し上げます。



公開用〔個人情報に該当する部分は○○または△△等で伏せています。

25 枚中 17 枚目

借受人、利用権の設定を受ける者は ○○ 株式会社。貸付人は △△さん。

申請地は、下吉田 字 釜ノ上、畑２筆、２，２０７平方メートルです。

案内図の１５ページをご覧ください。 申請地は、吉田総合支所から南南東に約

７００メートル先に位置しています。利用権設定期間は、平成３０年６月１日か

ら１０年間です。

今回の申出地は、借受人の ○○ 株式会社の代表取締役 ○△さんが、平成

２６年に個人で利用権設定を行った農地ですが、本年５月１日に法人を設立した

ことから、個人での利用権を解約し、法人名で改めて利用権設定をするために再

度申出がなされたものです。

借受人の○△さんは、平成２３年３月に埼玉県農業大学校を卒業。平成２３年５

月から１０か月間、下吉田の富田農園でのイチゴ栽培の研修を行いました。平成

２４年２月から、秩父市農業担い手育成塾吉田塾の塾生として２年間研修を行い、

平成２６年３月３１日をもって卒塾。平成２６年５月から、イチゴのハウス栽培

に取り組んでいます。

現在、「やよい姫」を中心に栽培しており、農産物直売所などへの出荷や宅配な

どなどで販売しています。

岩田主事 私からは番号２から４について説明させていただきます。

それでは番号２について説明させていただきます。本案は、農業経営基盤強化

促進法、この後は基盤強化法と申し上げますが、その第１８条第１項の規定によ

り秩父市が農用地利用集積計画を定めるにあたり、いずれも平成３０年５月１０

日付けで、秩父市長からの依頼により、当委員会の決定が求められているもので

す。

なお、基盤強化法は、効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらが農業生産

の相当部分を担う農業構造を確立するため、育成すべき農業経営の目標を明示し、

目標達成のための重要な手段である農用地利用集積計画など総合的な措置を講じ

ることを目的としています。

それでは、計画の内容を申し上げます

借受人、利用権の設定を受ける者は、株式会社 ○○、

貸付人は、△△さん。申請地は、小柱字合川、殿原、鶴原、畑３筆 計３７３５

平方メートルです。案内図の １６ ページをご覧ください。申請地はそれぞれ、

小柱農村集落センターから北北西に約４３０メートル、北西に約４５０メートル、

西に約５２０メートル離れた場所にあります。
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利用権設定期間ですが、平成３０年６月５日から平成３９年５月３１日の９年間

です。

今回の申出地は、昨年の第５回総会にて、株式会社○○の社長である○△さんが

個人で利用権の設定をおこなった農地ですが、この度、法人設立にあたり、個人で

の利用権を解約し、法人名で改めて利用権設定をするために再度申出がなされたも

のです。

借受人の○△さんは、平成２７年度に埼玉県農業大学校を卒業、平成２８年度、

秩父市農業担い手育成塾吉田塾の塾生として１年間黒谷の「やまねブドウ園」で研

修をおこない、平成２９年３月３１日をもって研修を終了、平成３０年４月２４日、

農業等を主な事業とする、今回借受人となる法人を設立しました。

利用権設定をおこなう土地は、前回の申出の際に新規就農をおこなうにあたり、

本人が土地所有者と交渉し、借りられることとなった土地です。

今後の作付け計画ですが、ぶどうの苗を定着させ、従業員１名とともに管理作業

をおこなっていくとのことです

続きまして番号３、番号４ 農用地利用集積計画の決定について説明をいたしま

す。本案２件につきましても基盤強化法第１８条第１項の規定により秩父市が農用

地利用集積計画を定めるにあたり、いずれも平成３０年５月１０日付けで、秩父市

長からの依頼により、当委員会の決定が求められているものです。

それでは、計画の内容を申し上げます。

本案２件は、農地中間管理事業により、農地を所有する者から農地を貸したい旨

の申し出を受けて、埼玉県が農地中間管理機構に指定しております、公益社団法人

埼玉県農林公社が利用権の設定を受けるものです。

貸付けに係る土地についてですが，番号３につきましては太田 字 奈良川、畑

２筆、計１２７３㎡です。

案内図の１７ページをご覧ください。 この畑は、太田の交差点から西側に約３

５０メートル離れた場所にあります。

番号４は 太田 字 銭本堂 畑 ２筆 計 ２５２０㎡です。

案内図の１８ページをご覧ください。この畑は、太田の交差点から東北東に約２

８０メートル離れた場所にあります。

利用権を設定する期間はいずれの案件についても、平成３０年９月１日から２０

年間です。なお、本案につきまして決定をしていただいた後には、同公社が農地

を 貸し付けることになりますので、借受けを希望する者を募集し、その結果に

より農用地利用配分計画を決定することになります。



公開用〔個人情報に該当する部分は○○または△△等で伏せています。

25 枚中 19 枚目

斎藤事務局長 番号５番について説明をいたします。

本案は、農業経営基盤強化促進法、その第１８条第１項の規定により秩父市が

農用地利用集積計画を定めるにあたり、平成３０年５月１０日付けで、秩父市長

からの依頼により、当委員会の決定が求められているものです。

それでは、計画の内容を申し上げます。本案は、農地中間管理事業により、農

地を所有する者から農地を貸したい旨の申し出を受けて、埼玉県が農地中間管理

機構に指定しております、公益社団法人 埼玉県農林公社が利用権の設定を受け

るものです。

貸付けに係る土地についてですが，蒔田 字 塩谷、畑２筆、計１５０４㎡で

す。案内図の１９ページをご覧ください。 この畑は、国道２９９号蒔田交差点

から南西に約４００メートル離れた場所にあります。

利用権を設定する期間は平成３０年９月１日から２０年間です。

なお、本案につきまして決定をしていただいた後には、同公社が農地を貸し付

けることになりますので、借受けを希望する者を募集し、その結果により、農用

地利用配分計画を決定することになります。なお、現地は保全管理がなされてま

した。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。 続きまして、担当委員及び担当

農地利用最適化推進委員の意見を伺います。

４番（髙野委員） 議案第２６号に係る利用集積について意見を申し上げます

まず１番の案件ですが借受人は新規就農者で、今まで個人で借りていました

が法人を設立しただけなので、何ら問題はないものと思います。よろしくお願

いします。

第５区（引間推進委員） １番について意見を申し上げます。 ４番委員と同様な

意見です。よろしくお願いします。

６番（石橋委員） 議案第２６号に係る利用集積について意見を申し上げます。

２番の案件ですが借受人は新規就農者で、今まで個人で借りていましたが法

人を設立しただけなので、何ら問題はないものと思います。よろしくお願い

します。。

第４区（大島推進委員） ２番について意見を申し上げます。６番委員と同様な

意見です。借受人に伺ったところ、3か所ありますが、1か所はイチゴの苗で他

はネギ等を栽培するようです。よろしくお願いします。

５番（富田委員） 議案第２６号に係る利用集積について意見を申し上げます。

まず３番と４番の案件ですが内容は事務局の説明のとおりです。特に問題なく
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公社へ貸付け利用集積を図りたいとのことです。次に５番の案件ですが、内容

は事務局の説明のとおりです。現地は保全管理されておりました。決定してよ

ろしいものと考えます。

第４区（新井推進委員） ３番、４番について意見を申し上げます。５番委員と

同様な意見です。特に問題ありません。よろしくお願いします。

第２区（小林推進委員） ５番について意見を申し上げます。現地を確認いたし

また。５番委員と同様な意見です。よろしくお願いします。

議長（粂会長） ありがとうございました。 以上が、担当委員及び担当農地利用

最適化推進委員の意見でした。 これより、議案に対する質疑に入ります。 あ

わせて、議案に対する意見を伺います。

（間がある）

議長（粂会長） 質疑又は意見はありませんか。

１番（新井委員） 番号１の案内図で白い建物がありますが、ここは計画地に

入ってますか。

新井主幹 申し訳ありません。後で気がついたのですが、この建物の部分は貸

付地に入っておりません。訂正させていただきます。

１番（新井委員） 含まないないということですね。分かりました。

議長（粂会長） 他に質疑はありますか。

（「無し」という人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 こ

れより、議案２６号について採決をいたします。 議案第２６号については、市

長からの申し出のとおり決定することに賛成をする諸君の挙手を求めます。

議長（粂会長） 全員が賛成であります。 よって、本案は、申し出のとおり決定

をすることに決しました。

議案第２７号上程 農用地利用配分計画の意見について （１件）

議長（粂会長） 次に、議案第２７号 農用地利用配分計画の意見について を議

題といたします。 事務局に議案の説明をいたさせます。

岩田主事 議案第２７号 農用地利用配分計画について 説明をいたします。 本

件は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により秩父市

が農用地利用配分計画を定めるにあたり、平成３０年５月１０日付けで、秩父市

長からの依頼により、当委員会の意見が求められているものです。

意見事項については、農地の全てを効率的に利用して、耕作等の事業を行う見
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込みであるか、周辺の農地利用に悪影響を及ぼすか、必要な農作業に常時従事す

る見込みであるか、地域の他の農業者との適切な役割分担の下に、継続的かつ安

定的に農業経営を行う見込みであるか、業務執行役員の一人以上が耕作等の事業

に常時従事する見込みであるか、受け手希望者への農用地の貸付の適否などにた

いし、判断するものです。

計画の内容を申し上げます。このたびの配分計画に掲げられております農地は、

平成３０年第４回総会、議案第２１号におきまして農用地利用集積計画を決定し、

埼玉県農林公社が農地中間管理権を取得したものです。

案内図の２０ページをご覧ください。秩父市太田字富田 畑３筆 計 １７５

１平方メートルにつきまして、埼玉県が農地中間管理機構に指定しております、

公益社団法人 埼玉県農林公社が利用権の設定を受け、借受けを希望する者を募

集した結果、申し出がありました担い手に配分する計画です。

貸借期間は平成３０年８月１日より２０年間、貸借料については１年、１０アー

ル当たり、５０００円になります。

担い手となる合同会社○○は、小鹿野町に住所を置き、野菜類の生産、加工、

販売等をおこなっている法人です。現在は小鹿野町で、ハウスにてキュウリ、一

部トマトを３０００㎡、吉田久長でもキュウリをハウスにて１７００㎡栽培して

います。農地の配分が決定した後には、経営拡大として、ここにハウスを建

て、キュウリの栽培を行う予定です。

なお、この計画につきましては、埼玉県秩父農林振興センター、秩父市、埼玉

県農林公社と応募しました先ほどの配分を受ける者との調整が整っており、適切

であると判断しております。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。 続きまして、担当委員及び担当

農地利用最適化推進委員の意見を伺います。

５番（富田委員） 議案第２７号に係る利用配分についての考え申し上げます。

事務局と新井最適化推進委員とで申請地を確認してまいりました。 借受人も別

の農地においてきゅうり栽培に励んでおり、特に問題ないと判断しました。よ

ろしくお願いします。

第４区（新井推進委員） 議案第２７号について意見を申し上げます。５番委員

と同様な意見です。特に問題ありません。よろしくお願いします。

議長（粂会長） ありがとうございました。 以上が、担当委員及び推進委員の意

見でした。これより、議案に対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対する

意見を伺います。
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（間がある）

議長（粂会長）） 質疑又は意見はありませんか。

（「質疑なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 お

諮りいたします。 議案第２７号について、農用地利用配分計画に対する意見は

ない旨を市長に答申することに、異議はありませんか。

（「異議なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 異議なしと認めます。 よって、そのように決しました。

議案第２８号上程 農用地利用配分計画の意見について （１件）

議長（粂会長） 次に、議案第２８号 農用地利用配分計画の意見について を議

題といたします。 なお、この案件につきましては、秩父市農業委員会規則第１

０条に規定する議事参与に該当いたしますので、６番石橋総一郎委員におかれ

ましては、議場から退出願います。

（６番石橋総一郎委員が退出する。）

事務局に議案の説明をいたさせます。

岩田主事 議案第２８号 番号１農用地利用配分計画について説明をいたしま

す。本件は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定によ

り秩父市が農用地利用配分計画を定めるにあたり、平成３０年５月１０日付け

で、秩父市長からの依頼により、当委員会の意見が求められているものです。

意見事項については、農地の全てを効率的に利用して、耕作等の事業を行う見込

みであるか、周辺の農地利用に悪影響を及ぼすか、必要な農作業に常時従事する

見込みであるか、地域の他の農業者との適切な役割分担の下に、継続的かつ安定

的に農業経営を行う見込みであるか、業務執行役員の一人以上が耕作等の事業に

常時従事する見込みであるか、受け手希望者への農用地の貸付の適否などにたい

し、判断するものです。計画の内容を申し上げます。

このたびの配分計画に掲げられております農地は、平成３０年第４回総会、議

案第２１号におきまして農用地利用集積計画を決定し、埼玉県農林公社が農地中

間管理権を取得したものです。案内図の２１ページをご覧ください。秩父市太田

字横捲 畑２筆 計 １１７５平方メートルにつきまして、埼玉県が農地中間管

理機構に指定しております、公益社団法人 埼玉県農林公社が利用権の設定を受

け、借受けを希望する者を募集した結果、申し出がありました担い手に配分する

計画です。



公開用〔個人情報に該当する部分は○○または△△等で伏せています。

25 枚中 23 枚目

貸借期間は平成３０年８月１日より２０年間、貸借料については１年、１０

アール当たり、５０００円になります。

担い手となる○○さんは平成２５年度埼玉県農業大学校の基本技術課実践コー

スを卒業し、また、今回の対象地の北側の農地を平成３０年１月より借り受けて

おり、ハウスを建て、キュウリを栽培しています。農地の配分が決定した後には、

既に利用している畑と同様、キュウリを栽培する予定になっています。

この計画につきましては、埼玉県秩父農林振興センター、秩父市、埼玉県農

林公社と応募しました先ほどの配分を受ける者との調整が整っており、適切で

あると判断しております。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。 続きまして、担当委員及び担当

農地利用最適化推進委員の意見を伺います。

５番（富田委員） 議案第２８号に係る利用配分についての考え申し上げます。

内容については事務局が説明したとおりです。 農地の利用拡大が図られ、担当

委員としては特に問題ないと判断しました。よろしくお願いします。

第４区（新井推進委員） 議案第２８号について意見を申し上げます。５番委員

と同様な意見です。特に問題ありません。よろしくお願いします。

議長（粂会長） ありがとうございました。 以上が、担当委員及び推進委員の意

見でした。これより、議案に対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対する

意見を伺います。

（間がある）

議長（粂会長）） 質疑又は意見はありませんか。

（「質疑なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 お

諮りいたします。 議案第２８号について、農用地利用配分計画に対する意見は

ない旨を市長に答申することに、異議はありませんか。

（「異議なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 異議なしと認めます。 よって、そのように決しました。

（６番石橋総一郎委員が入場する。）

議案第２９号上程 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否か

の判断について （１件）

議長（粂会長） 次に、議案第２９号 農地法第２条第１項に規定する農地に該当

するか否かの判断についてを議題といたします。
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斎藤事務局長 議案第２９号 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか

否かの判断について説明いたします。

議案書の１４ページをご覧ください。

本案は、これから申し上げます土地が農地法に定義する農地に該当するか否か

について判断をお願いするものです。

次に、議案書と同時に配布いたしました別紙をお開きください。

このたびは、田１３筆、畑２１９筆、計１万３，４０５． ６９平方メートルの

土地に対する判断をお願いいたします。

これらの土地につきましては、平成２９年に行われました農地法 第３０条

の規定に基づく農地利用状況調査に基づき、さらには、航空 写真を参照し、必

要に応じて再度の現地調査を行い、その結果、再生 利用が困難であると判断し

た農地のうち、法人が所有するもの、所有者又は耕作をする権利を有する者の所

在が不明であるもの、埼玉県以外に居住するもの、非農地判断について申し出が

あったもの、さらには、これとは別に、固定資産課税台帳を基に現況地目が山林

であるなど農地以外の地目となっているものを議案として上程したものです。

次に、農地であるか否かの判断につきましては、農林水産省が発出しておりま

す通知では、人力又は農業用機械では耕起、すなわち、土を 掘り返したり反転

させたりして耕すことや整地することができず、農地に戻すことが困難である場

合、そして、周囲の状況からみて、周りが山林であるなどのため、農地に戻すこ

とができる見込みがあるとしても、継続して利用することができないと認められ

る場合は、農地に該当しないものとされております。

以上のことを踏まえ、農地に該当するか否かの判断をお願いいたします。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。

議長（粂会長） これより、議案に対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対

する意見を伺います。

（間がある）

議長（粂会長）） 質疑又は意見はありませんか。

（「質疑なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 お

諮りいたします。 議案第２９号 農地法第２条第１項に規定する農地には該当

しないものと判断することに賛成をする諸君の挙手を求めます。。

（「異議なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 全員が賛成であります。 よって、本案はそのように決しました。
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議案第３０号上程 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否か

の判断について （１件）

議長（粂会長） 次に、議案第３０号 農地法第２条第１項に規定する農地に該当

するか否かの判断についてを議題といたします。なお、この案件につきまして

は、秩父市農業委員会規則第１０条に規定する議事参与に該当いたしますので、

６番石橋総一郎委員におかれましては、議場から退出願います。

（６番石橋総一郎委員が退出する。）

事務局に議案の説明をいたさせます。

斎藤事務局長 議案第３０号 農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか

否かの判断について説明いたします。

議案書の１４ページと別紙の最後の７ページをご覧ください。

本案は、議案第２９号と同様の内容でございまして、これから申し上げます土

地が農地法に定義する農地に該当するか否かについて判断をお願いするものです。

次に、議案書と同時に配布いたしました別紙をお開きください。

このたびは、田１筆、畑１筆、計２６３平方メートルの土地に対する判断をお願

いいたします。

議長（粂会長） 事務局の説明が終わりました。

議長（粂会長） これより、議案に対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対

する意見を伺います。

（間がある）

議長（粂会長）） 質疑又は意見はありませんか。

（「質疑なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 お

諮りいたします。 議案第３０号 農地法第２条第１項に規定する農地には該当

しないものと判断することに賛成をする諸君の挙手を求めます。。

（「異議なし」と言う人あり）

議長（粂会長） 全員が賛成であります。 よって、本案はそのように決しました。

（６番石橋総一郎委員が入場する。）

日程第８ 閉 議 ・ 閉 会

議長（粂会長） 以上で、本日の議事は、すべて終了いたしました。 これをもち

まして、秩父市農業委員会平成３０年第５回定例総会を閉会いたします。


